
任意点計測 【LandXML編】
任意点計測では、LandXMLデータ、基本設計データ、TREND-POINTから出力したヒートマップ
を元に、任意点を計測して、設計面との差を表示します。

LandXMLデータを読み込む1

1

［種別］を選択します。3

2

［土木］ー［線形・データ読込
み］ー［LandXML読込み］を
選択して、 LandXMLデータを
読み込みます。
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［設定］します。4
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TSまたはGNSSと接続する2

2

［任意点計測］を指定します。1

1

使用しているハード（FZ-G1等）
を、縦にします。
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3

接続するTSを選択します。3

■TSのみと接続する場合

■GNSSのみと接続する場合

[次へ]を押します。4

使用しないを選択します。5

[OK]を押します。6

接続するGNSSを選択します。

3

[次へ]を押します。4

使用しないを選択します。
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[OK]を押します。6
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■ハイブリッド観測する場合

接続するGNSSを選択します。

3

[次へ]を押します。4

5

[OK]を押します。6

接続するTSを選択します。
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2

基準点に器械を設置する3

1 ここでは［通常設置］を選択し
ます。
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器械点、後視点を指定します。

2 3

器械高を入力します。4

目標高を入力して、後視点を
観測します。
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4

5

TSと接続した場合の説明です。



任意点計測を行う4

1 計測したい位置にミラーを移動
し[観測]します。
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1

観測した点がCAD上に表示
されます。

2

垂直距離や標高等の情報が
表示されます。
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4 観測したデータを残す場合は、
[計測位置を登録]を指定します。
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登録したデータを確認する場合は、
[メニュー]- [計測データ一覧] を
指定します。

計測データを、CSVファイルとして
出力する場合は、[ファイルへ出
力]を指定します。
また、測点に登録する場合は、
[測点に登録]を指定します。


